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1. 2023年3月期第1四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 22,617 11.9 2,185 28.1 3,044 △3.4 1,872 △12.7

2022年3月期第1四半期 20,213 11.4 1,706 309.1 3,151 430.7 2,144 546.1

（注）包括利益 2023年3月期第1四半期　　2,049百万円 （△8.0％） 2022年3月期第1四半期　　2,227百万円 （540.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第1四半期 99.69 ―

2022年3月期第1四半期 114.22 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 85,049 59,832 70.4

2022年3月期 89,405 59,098 66.1

（参考）自己資本 2023年3月期第1四半期 59,832百万円 2022年3月期 59,098百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 50.00 ― 70.00 120.00

2023年3月期 ―

2023年3月期（予想） 60.00 ― 60.00 120.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 43,969 8.7 3,441 7.8 4,456 △25.5 2,911 △31.9 154.96

通期 90,029 6.2 7,516 8.0 8,627 △33.8 5,478 △37.8 291.60

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期1Q 23,286,230 株 2022年3月期 23,286,230 株

② 期末自己株式数 2023年3月期1Q 4,498,356 株 2022年3月期 4,498,356 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期1Q 18,787,874 株 2022年3月期1Q 18,772,064 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料５ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報
に関する説明」をご覧ください。
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＜　連　結　経　営　成　績　サ　マ　リ　ー　＞

金額 構成比 前年同期比 2019年同期比

売上高 22,617百万円 100.0％ 111.9％  108.5％

営業利益  2,185百万円   9.7％ 128.1％  116.0％

経常利益  3,044百万円  13.5％ 96.6％ 152.5％

親会社株主に帰属
する四半期純利益  1,872百万円  8.3％ 87.3％ 143.6％

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの感染者数が減少傾向

となり、社会経済活動の正常化が進む中で、行政による各種政策の効果もあって、個人消費は持

ち直しの動きが見られました。しかしながら、ウクライナ情勢の長期化や中国のゼロコロナ政策

による経済活動の抑制の影響等により景気後退リスクが高まる中で、食材価格やエネルギー価格

等のさらなる上昇が予想されるなど、先行き不透明感が強まっております。

　外食業界におきましては、３月22日以降全国でまん延防止等重点措置が解除されたことから、

３年ぶりに行動制限のないゴールデンウィークとなり、家族客を中心として客足が回復いたしま

した。一方、コロナ禍での生活習慣の変化により、制限緩和後も夜間の客足は伸びず、夜の外食

需要は引き続き厳しい状況が続いております。

　このような環境下において当社グループは、「安心・安全」で「美味しい食」をお客様に提供す

るという使命のもと、全社一丸となってQSCレベルの向上に努め、中期経営計画を着実に遂行して

まいりました。

　その結果、これまで以上に多くのお客様にご来店いただける結果となり、テイクアウト・デリバ

リーの売上を高水準に維持しながら、店内売上を回復させることで、経営成績はコロナ前（2019

年度第１四半期連結累計期間）を上回って好調に推移いたしました。

　以下、当第１四半期連結累計期間における主な取り組みと成果について、再スタートしてから

２年目を迎える中期経営計画の３つの主要戦略である「営業戦略」、「店舗開発戦略」、「FC推進戦

略」、及び「サステナビリティの取り組み」の４項目に沿ってご説明をいたします。

①　営業戦略

「おいしい力が未来を変える」という2022年のスローガンのもと、引き続きQSCの更なる向上

に向けて全社一丸となって取り組んでまいりました。

具体的には、売上の上位を占める主要メニュー14品について、更なる品質向上を目的に、レシ

ピ、マニュアルのブラッシュアップを行いました。王将調理道場では、調理研修及び調理検定

試験を再開し、オンライン配信および動画配信も引き続き実施することで、従業員の全員が受

講できる体制を構築し、料理のおいしい力にさらに磨きをかけました。

販売促進では、当社の料理と相性抜群の飲みごたえをお客様に実感して頂くため、生ビール一

杯50円（税込）引きとなる「新スーパードライ発売記念セール」を実施し、大変ご好評をいた

だき、当初４月１日から４月末までの予定でしたが、セール期間を急きょ５月末まで延長いた

しました。

また、１月より実施中の「2022年版ぎょうざ倶楽部お客様感謝キャンペーン」は、スタンプ２

倍押しキャンペーンを５月16日から５月末までの期間限定で実施し、さらに６月24日からは

「2023年版ぎょうざ倶楽部お客様感謝キャンペーン」を開始いたしました。スタンプ35個でラ

ーメン鉢またはクッションブランケット、50個でワイヤレスイヤホンまたはオリジナル将棋セ

ットと交換でき、昨年とはまた違う、オリジナリティ溢れる景品をお楽しみいただけるキャン

ペーンとなっております。

コロナ禍において業容拡大を果たしたデリバリーは、サービス導入店舗数（FC店舗を含む）を
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前連結会計年度末の546店舗から574店舗に拡大し、感染状況が落ち着いても売上は引き続き好

調に推移いたしました。

当社は原材料価格の高騰や人件費、物流費の上昇等を受け、2022年５月14日より一部商品の価

格改定を実施させていただきました。当社グランドメニュー全体の約２割の商品の価格につい

て税抜き20円から30円の改定をし、同時に、さらなる美味しさを追求したレシピの改良を行い

ました。

価格改定後は客単価の上昇だけでなく、客数も衰えず、むしろ増加して推移いたしました。こ

れは、前述のQSCレベルの向上や積極的な販売促進策とともに、引き続き主要なメディアに取

り上げていただいたことや、「いろいろあったけど、おいしいものを食べて、明るい未来に向

けて前に進んで行こう。」「おいしい力が、未来を変える。」というメッセージを込め、俳優の

仲野太賀さん、オリジナルCMソングにケツメイシさんを起用した新CMで美味しさを訴求したこ

とが奏効したものと考えております。

このような取り組みの結果、売上は2022年２月から６月まで５か月連続で過去最高売上を達成

するとともに、2022年５月の直営店売上高は73億84百万円と、５月としてだけでなく単月とし

て創業以来過去最高売上を記録いたしました。

②　店舗開発戦略

当第１四半期連結累計期間において、直営１店舗の新規出店及びFC加盟店２店舗の直営への移

行を行いました。

2022年４月には「コトエ流山おおたかの森店」を新規出店いたしました。複合商業施設「コト

エ流山おおたかの森」の開業に合わせた出店で、子育て世代を中心に人口が増加し続けている

千葉県流山市への初出店となります。子育てファミリー層を中心とした全世代の日々の生活に

おいてご利用いただける施設内への出店で、売上は好調に推移しております。

FC加盟店２店舗の直営への移行に関しては、５月に大阪府枚方市の楠葉店を、６月に愛知県名

古屋市の神の倉店をそれぞれ直営化いたしました。FCオーナーの高齢化により事業継続が困難

となったものの、長年地域に密着して営業を行ってきたことで近隣のお客様から人気の高い店

舗であったこと、さらに今後の新規顧客獲得も十分見込めると判断したことから、直営化を行

いました。

また、2022年７月より直営店の新規出店を担う「店舗開発部」とFC事業を担う「FC推進部」を

再編し、「店舗開発・FC契約管理部」を新設いたしました。直営店とFC加盟店に関する物件情

報や賃貸借契約等を一元管理することで、FC店舗も含めた店舗開発のさらなる強化に努めてま

いります。

③　FC推進戦略

前連結会計年度に引き続き、王将調理道場の調理研修による調理の改善指導、さらにFCコンサ

ルタントによる店舗巡回を強化し、衛生日報に基づく衛生管理及び店舗清掃状況の確認、異物

混入防止マニュアルを活用した異物混入予防対策の強化等、FC加盟店舗のQSC向上を徹底して

図ってまいりました。また、価格改定に際しては、主要メニュー14品目を中心に、改めてレシ

ピと調理手順のチェックを行いました。

販売促進においては、生ビールキャンペーンや2023年版ぎょうざ倶楽部お客様感謝キャンペー

ン等、全店キャンペーン実施時の店頭告知の強化を促すなど、直営店舗と一致して取り組む体

制を整えました。

これらの取り組みにより、前期に引き続き個々のFC加盟店の売上は好調を持続し、それに伴

い、当社工場からのFC加盟店に対する出荷売上も前年同期を大幅に上回りました。

なお、前述の通り、2022年７月に「FC推進部」からFC契約管理機能を分離して「FC営業部」を

新設し、直営営業部と同じく営業面に機能特化させる組織強化を図りました。

④　サステナビリティの取り組み

当社は、2021年12月13日開催の取締役会において、「サステナビリティ基本方針」と「サステ

ナビリティビジョン」を決議し、「サステナビリティ委員会」を設置いたしました。サステナ

ビリティを重視した経営を遂行し、当社の経営理念「お客様から褒められる店創り」を追求す

ることで、企業価値の向上はもとより、持続可能な社会形成の実現を目指すものです。

「サステナビリティビジョン」では、「食に困らない豊かな社会の実現」「全てのステークホル

ダーとの共栄」「地球環境の保全」を掲げています。

「食に困らない豊かな社会の実現」においては、前年より継続実施しております全国の子ども

食堂等への「お子様弁当」の無償提供を、本年３月から４月の春休み期間中にも実施いたしま

した。
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「全てのステークホルダーとの共栄」では、従業員満足度の向上を重視しております。働きや

すい職場環境の整備に注力するとともに、待遇面においても2022年上期賞与について、賞与テ

ーブル100％水準の金額に加え、賞与テーブルの8.5％分を「特別加算金」として支給すること

といたしました。従業員の働く喜びが起点となってお客様を始めとした「全てのステークホル

ダーとの共栄」を実現できると考えることから、人的資本への様々な投資に最優先で取り組ん

でおります。

「地球環境の保全」では、TCFD提言に沿った取り組み（第48期有価証券報告書にて詳細を開

示：https://ir.ohsho.co.jp/ir/library/securities.html）を進めるとともに、2022年４月

の「プラスチック資源循環促進法」の施行に伴い、環境にやさしい素材への変更と有料化を組

み合わせた対応を行い、店頭で提供または使用しているプラスチック製品の削減に成果をあげ

ました。

また、2022年７月より経営戦略本部の直下に、サステナビリティを推進する部門横断的な組織

として「サステナビリティ推進室」を新たに設置し、全社を挙げて迅速に取り組む体制といた

しました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は、前年同期に比べて24億４百万円

（11.9％）の増収で、過去最高となる226億17百万円となりました。

　営業利益は、原材料の高騰や光熱費の単価上昇等があったものの、価格改定に伴う客単価上昇

や客数増加による増収効果に加え、効率的なシフト編成による人件費コントロール等により、前

年同期に比べて４億79百万円（28.1％）の増益で21億85百万円となりました。

　経常利益は、営業時間短縮に伴う協力金収入が減少したこと等があり、前年同期に比べて１億

６百万円（3.4％）の減益で30億44百万円となりました。

　親会社株主に帰属する四半期純利益は、上記理由に加え、減損損失の計上等により、前年同期

に比べて２億71百万円（12.7％）の減益で18億72百万円となりました。

　当第１四半期連結累計期間の店舗展開の状況につきましては、直営店１店、FC加盟店１店の新

規出店、FC加盟店２店の直営店への移行、FC加盟店１店の閉店を行っております。これにより当

第１四半期連結会計期間末店舗数は、直営店539店、FC加盟店196店となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

　当第１四半期連結会計期間末における総資産の残高は、前連結会計年度末に比べ43億56百万

円（4.9％）減少し、850億49百万円となりました。主な増減要因は次のとおりであります。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ39億７百万円（9.6％）減少し、369億72百万円となり

ました。主な要因は現金及び預金の減少等であります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ４億48百万円（0.9％）減少し、480億76百万円となり

ました。主な要因は土地の減少等であります。

（負債の部）

　当第１四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ50億90百万円

（16.8％）減少し、252億16百万円となりました。主な増減要因は次のとおりであります。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ19億42百万円（7.6％）減少し、235億４百万円となり

ました。主な要因は未払法人税等の減少等であります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ31億48百万円（64.8％）減少し、17億11百万円となり

ました。主な要因は長期借入金の減少等であります。なお、借入金の残高は127億５百万円とな

りました。

（純資産の部）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ７億33百万

円（1.2％）増加し、598億32百万円となりました。主な要因は親会社株主に帰属する四半期純

利益18億72百万円の増加に対し、配当金13億15百万円の支払いによる減少等であります。以上

の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の66.1％から70.4％となりました。

（キャッシュ・フローの状況）

　当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会

計年度末に比べ39億74百万円減少し、334億66百万円となりました。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、前年同期に比べて17億95百万円（57.0％）減少し、13億53

百万円となりました。主な要因は法人税等の支払額の増加であります。

　主な内訳は、税金等調整前四半期純利益28億４百万円に減価償却費６億36百万円及び未払消

費税等の増加額３億90百万円を加えた額から法人税等の支払額30億80百万円等を減じた額であ

ります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、前年同期に比べて１億１百万円（18.4％）増加し、６億54

百万円となりました。主な要因は有形固定資産の取得による支出の増加であります。

　主な内訳は、有形固定資産の取得による支出８億38百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、前年同期に比べて32億12百万円（219.9％）増加し、46億73

百万円となりました。主な要因は長期借入金の返済による支出の増加であります。

　主な内訳は、長期借入金の返済による支出33億58百万円及び配当金の支払額13億15百万円に

よるものであります。

（３）連結業績予想等の将来予測情報に関する説明

　連結業績予想については、2022年５月16日の「2022年３月期　決算短信」で公表いたしました

第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 37,440 33,466

売掛金 2,210 1,912

商品及び製品 131 137

原材料 387 435

その他 712 1,022

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 40,880 36,972

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 56,423 56,334

減価償却累計額 △44,355 △44,329

建物及び構築物（純額） 12,068 12,005

機械装置及び運搬具 7,041 7,054

減価償却累計額 △4,678 △4,786

機械装置及び運搬具（純額） 2,362 2,268

工具、器具及び備品 7,051 6,953

減価償却累計額 △5,918 △5,780

工具、器具及び備品（純額） 1,133 1,173

土地 20,589 20,147

建設仮勘定 75 8

有形固定資産合計 36,228 35,601

無形固定資産 232 237

投資その他の資産

投資有価証券 4,096 4,401

差入保証金 4,425 4,412

その他 3,557 3,438

貸倒引当金 △14 △14

投資その他の資産合計 12,063 12,238

固定資産合計 48,525 48,076

資産合計 89,405 85,049

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,216 2,240

１年内返済予定の長期借入金 12,912 12,705

未払法人税等 3,410 1,023

賞与引当金 972 506

その他 5,934 7,027

流動負債合計 25,446 23,504

固定負債

長期借入金 3,151 －

資産除去債務 857 863

その他 850 848

固定負債合計 4,860 1,711

負債合計 30,307 25,216

純資産の部

株主資本

資本金 8,166 8,166

資本剰余金 9,316 9,316

利益剰余金 52,860 53,418

自己株式 △10,669 △10,669

株主資本合計 59,673 60,231

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,291 2,503

土地再評価差額金 △3,243 △3,243

為替換算調整勘定 △6 △5

退職給付に係る調整累計額 383 346

その他の包括利益累計額合計 △575 △398

純資産合計 59,098 59,832

負債純資産合計 89,405 85,049
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 20,213 22,617

売上原価 6,280 7,062

売上総利益 13,932 15,555

販売費及び一般管理費 12,226 13,369

営業利益 1,706 2,185

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 44 59

ＦＣ加盟料 29 26

受取地代家賃 15 15

補助金収入 1,359 752

雑収入 43 57

営業外収益合計 1,492 912

営業外費用

支払利息 18 9

賃貸費用 22 30

雑損失 6 12

営業外費用合計 47 53

経常利益 3,151 3,044

特別利益

固定資産売却益 － 21

特別利益合計 － 21

特別損失

固定資産除却損 10 7

減損損失 － 254

特別損失合計 10 261

税金等調整前四半期純利益 3,140 2,804

法人税、住民税及び事業税 1,009 889

法人税等調整額 △12 41

法人税等合計 996 931

四半期純利益 2,144 1,872

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,144 1,872

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

四半期純利益 2,144 1,872

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 98 212

為替換算調整勘定 6 0

退職給付に係る調整額 △22 △37

その他の包括利益合計 83 176

四半期包括利益 2,227 2,049

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,227 2,049

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,140 2,804

減価償却費 607 636

減損損失 － 254

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 △0

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △31 △55

受取利息及び受取配当金 △45 △60

支払利息 18 9

固定資産売却損益（△は益） － △21

固定資産除却損 10 7

売上債権の増減額（△は増加） △59 298

棚卸資産の増減額（△は増加） △42 △53

仕入債務の増減額（△は減少） 26 24

未払消費税等の増減額（△は減少） 457 390

その他 92 148

小計 4,172 4,383

利息及び配当金の受取額 45 60

利息の支払額 △18 △9

法人税等の支払額 △1,050 △3,080

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,149 1,353

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △453 △838

有形固定資産の売却による収入 15 210

貸付けによる支出 △28 △6

貸付金の回収による収入 10 9

差入保証金の差入による支出 △92 △8

その他 △5 △20

投資活動によるキャッシュ・フロー △553 △654

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △522 △3,358

配当金の支払額 △938 △1,315

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,461 △4,673

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,137 △3,974

現金及び現金同等物の期首残高 39,590 37,440

現金及び現金同等物の四半期末残高 40,727 33,466

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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